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坂上地区

岩島地区

東地区

議
会
報
告
会
開
催

　

令
和
４
年
10
月
24
日
か
ら
29
日
の
５
日
間
、
各
公

民
館
で
議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ま
ん
延
防
止
の
た
め
３
年
ぶ
り
と
な

り
、
出
席
議
員
の
数
を
減
ら
し
、
密
を
避
け
る
な
ど

感
染
予
防
対
策
を
講
じ
た
報
告
会
と
な
り
ま
し
た
。

旧役場跡地に町民憩いの場はできるのか？

・旧役場を中心に町づくりが広がると期待していた
が、民地に民間の建物ができた。残った狭い土地で
どれだけのものができるか残念に思う人も多い。
・町民から意見を聞いて跡地利用を考えると聞いて
いたが、急に建設工事が始まって驚いた。どういう
経緯なのか知りたい。
【町からの回答】旧庁舎跡地は町有地と民地からなり、
利活用方針については多世代交流施設として計画当
初から町有地のみを対象とし検討を進めてきました。
この利活用方針は、町民の皆さまの意見を伺いなが
ら、今年度末の決定を予定しています。

上信自動車道建設後の町の姿は？

・今の計画は、原町インターから降りても、原町駅
がありバイパスに直結できない。将来のために、駅
を動かすなど思い切った施策を。
・一部用地交渉が進んでいないが、どうなっている
のか。

学校等の跡地の利活用は？

・地域振興センター（旧岩島中学校）の利用が少な
いのでもっと広報したらどうか。
・旧岩島第一小学校の校舎が取り壊されたが、その
跡地の利活用はどうなっているのか。
・大戸保育所の建物を障がい者の芸術作品を飾る場
所に借りたい。
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原町地区

太田地区

皆さまからいただいたご意見・ご質問は、
本会議や委員会の中で町に届けていきます。

議会からの問題提起
議員定数と報酬を問う
・定数は多い。２～３人減らすべき。
・県内の同規模人口の町村より多い
ので、同程度の人数にしたらどうか。
・議員を目の前に本音は言いづらい。
・現状維持でいいのでは。
・減らせばいいというものではない。
一生懸命働いてもらえば今のままで
もいい。
・報酬は月額ではなく、時間単価で
もいいのではないか。

数ではなく必要なのは質と熱意、
皆さまからの期待を実感しました。
　　　　　　　↓
　　　関連記事：5ページ

移住・定住・人口減少問題まったなし！

議会報告会の参加人数が少ない

議会だよりはつまらない！

読ませる工夫をしてほしい

　ご指摘を謙虚に受け止め、 皆さまが
読みたくなる紙面づくりに努めてまい
ります。

　今回の議会報告会の要点記録およ
び町からの回答は、 各公民館で閲覧
できる他、 東吾妻町議会ホームペー
ジでもご覧いただます。
    　　　　      　↓

少子化対策など町はアピール不足！

・地域おこし協力隊の顔や活動状況が、町民に見え
るようにして欲しい。せっかく町に来たので、定
住できるような支援を。
・空き家がたくさんある。町に現状の把握と活用で
きるような対策を求める。

・子育て支援は充実していると思うが、周知が足り
ない。もっとアピールして欲しい。
・少子化で運動会など寂しい地区もある。子育て世
代が定住しやすいように、婚姻届を出す時にＰＲし
たらどうか。
・小学校の統合も検討すべきでは。
・子どもたちが町にほこりを持てるよう、ハート形
土偶のレプリカを公民館などに飾ってほしい。
→寄贈されたハート形土偶が小中学校
に飾られました。公民館用はすでに発
注済です。

・どうして夜やらないのか。やる
気が感じられない。
・出たい人はどこでも行くので１
カ所でもいいのではないか。
・町政に関心がないのが残念。

その他熱心なご意見をたくさんいただきました。

・サービス業に勤めているが、暮らし応援商品券の紙が薄く
て扱いづらい。もう少し厚くできないか。
・吾妻で子どもを産める環境を作ってほしい。
・今後の農業振興をどうしていくか。何かいい方法を。
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人
事
院
勧
告
に
準
拠
し

議
員
・
特
別
職
・
職
員

の
報
酬
等
を
改
定

■
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬

及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例■
東
吾
妻
町
特
別
職
の
職
員

で
常
勤
の
も
の
の
給
与
及
び

旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

■
東
吾
妻
町
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

人
事
院
勧
告
に
準
拠
し
た

若
年
層
職
員
の
給
与
月
額
の

引
き
上
げ
や
、
議
員
・
特
別

職
の
期
末
手
当
、
職
員
の
勤

勉
手
当
の
年
間
0.1
月
分
増
額

等
が
主
な
内
容
で
す
。

　

ま
た
、
平
成
21
年
に
引
き

下
げ
ら
れ
た
特
別
職
期
末
手

当
の
役
職
加
算
を
元
の
基
準

に
戻
す
改
正
案
を
可
決
し
ま

し
た
。

　

質　

疑

議
員　

人
事
院
勧
告
に
準
ず

る
改
正
は
理
解
し
て
い
る
が
、

特
別
職
期
末
手
当
の
役
職
加

算
20
％
の
提
案
理
由
を
示
し

て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、
議

員
期
末
手
当
の
役
職
加
算

20
％
は
執
行
部
側
か
ら
提
案

さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
部

分
の
整
合
性
を
問
う
。

町
長　

特
別
職
の
役
職
加
算

は
、
平
成
21
年
に
削
減
を
さ

れ
た
も
の
。
一
般
的
に
県
内

の
状
況
を
見
て
も
役
職
加
算

は
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
今

回
復
活
を
し
元
に
戻
し
た
。 

　

議
員
期
末
手
当
の
20
％
の

役
職
加
算
は
、
委
員
会
で
発

委
を
す
る
と
聞
い
て
い
た
の

で
、
執
行
部
提
案
で
は
の
せ

て
い
な
い
。

議
員　

特
別
職
役
職
加
算
が

削
減
さ
れ
た
の
は
現
町
長
就

任
以
前
の
話
で
あ
り
、
執
行

部
側
の
特
別
職
に
つ
い
て
は
、

便
乗
値
上
げ
で
は
な
い
か
と

感
じ
る
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
、
条
例
で

制
定
さ
れ
て
い
る
特
別
職
報

酬
等
審
議
会
を
開
い
て
段
取

り
を
踏
ん
で
か
ら
上
げ
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

町
長　

報
酬
を
上
げ
る
と
い

う
こ
と
で
は
な
く
、
元
の
状

態
に
戻
す
と
い
う
こ
と
な
の

で
、
審
議
会
を
開
く
必
要
は

な
い
と
考
え
る
。

　

12
月
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案
な
ど

●
町
長
か
ら
は
15
件
︵
条
例
関
係
８
件
︑
補
正
予
算

５
件
︑
そ
の
他
２
件
︶
の
議
案
が
提
案
さ
れ
︑
い
ず

れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
︒︵
議
案
な
ど
の

審
議
結
果
に
つ
い
て
は
︑
17
ペ
ー
ジ
の
表
を
ご
覧
く

だ
さ
い
︒︶

　

な
お
︑
町
政
一
般
質
問
に
は
７
人
の
議
員
が
登
壇

し
て
町
政
を
た
だ
し
ま
し
た
︒︵
10
か
ら
16
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
︒︶

   １２月
定
例
会

で
決
ま
っ
た
こ
と

小
林
議
員　

県
内
コ
ロ
ナ
患

者
が
過
去
最
多
を
更
新
す
る

中
、ま
た
物
価
が
高
騰
し
、町

民
が
大
変
厳
し
い
生
活
を
送

る
中
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

の
特
別
職
の
引
き
上
げ
は
好

ま
し
く
な
く
、
町
民
の
理
解

が
得
ら
れ
な
い
。

竹
渕
議
員　

現
在
日
本
中
で

第
８
波
と
い
わ
れ
る
コ
ロ
ナ

禍
の
中
、
ま
た
世
界
規
模
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
高
騰
、
経
済

不
況
で
町
民
も
非
常
に
厳
し

い
生
活
環
境
下
に
あ
る
中
で

今
値
上
げ
す
る
の
は
理
解
で

き
な
い
。

　

そ
し
て
本
来
こ
れ
だ
け
の

大
き
な
話
な
の
で
、
条
例
で

決
め
ら
れ
て
い
る
特
別
職
報

酬
等
審
議
会
で
き
ち
っ
と
段

取
り
を
踏
ん
で
や
る
べ
き
で

あ
る
。

　

ま
た
、
議
員
全
員
協
議
会

で
の
水
道
料
金
等
値
上
げ
の

再
度
見
送
り
の
理
由（
注
１
）

は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
経
済

環
境
が
良
く
な
い
こ
と
が
理

由
だ
と
捉
え
て
い
る
。

　

特
別
職
の
報
酬
の
実
質
値

上
げ
が
提
出
さ
れ
て
い
る
の

は
、
町
民
目
線
で
考
え
れ
ば
、

今
が
ベ
ス
ト
だ
と
到
底
思
え

な
い
。

反　

対　

討　

論



①
議
員
定
数
を
14
名
か

ら
12
名
へ

■
東
吾
妻
町
議
会
議
員
定
数
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

人
口
の
減
少
や
群
馬
県
内

の
同
規
模
人
口
町
村
の
議
員

定
数
を
参
考
に
し
、
現
在
14

名
の
議
員
定
数
を
２
名
削
減

し
た
発
委
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

次
回
選
挙
か
ら
定
員
が
12

名
と
な
り
ま
す
。

根
津
議
員　

議
員
の
役
割
は

執
行
機
関
の
監
視
で
あ
り
、

目
の
数
は
多
い
方
が
い
い
。

地
域
の
期
待
に
応
え
て
い
く

に
は
議
員
の
定
数
を
い
た
ず

ら
に
減
ら
す
べ
き
で
は
な
い

と
考
え
る
。

佐
藤
議
員　

今
後
の
町
の
人

口
推
移
、
ま
た
議
員
活
動
を

考
え
る
と
、
定
数
を
思
い

切
っ
て
10
人
に
し
、
常
任
委

員
会
も
ひ
と
つ
に
し
て
全
員

で
当
町
の
問
題
に
取
り
組
む

こ
と
が
い
い
と
考
え
反
対
す

る
。

②
議
員
報
酬
は
平
成
18

年
の
基
準
へ

■
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬

及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　

議
員
報
酬
を
平
成
18
年
町

村
合
併
時
の
旧
吾
妻
町
議
会

議
員
の
報
酬
額
に
戻
す
も
の

で
、
現
行
額
よ
り
約
５
％
増

額
し
、
期
末
手
当
の
役
職
加

算
の
20
％
を
復
活
す
る
も
の
。

　

現
在
の
議
員
報
酬
は
、
町

村
合
併
時
に
議
員
自
ら
の
提

案
で
減
額
し
た
も
の
で
、
合

併
か
ら
17
年
が
経
ち
、
財
政

健
全
化
が
図
ら
れ
た
と
判
断

し
、
減
額
前
の
基
準
に
戻
す

こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

議
員
定
数
の
削
減
に
よ
り
、

議
員
一
人
ひ
と
り
の
議
員
活

動
の
負
担
が
増
え
る
こ
と
を

加
味
し
た
見
直
し
で
す
。
議

員
の
数
が
減
る
た
め
、
財
政

負
担
は
現
行
よ
り
も
削
減
さ

れ
ま
す
。

小
林
議
員　

現
在
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
進
行

中
で
あ
り
、
ま
だ
収
束
に
は

至
っ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、

町
民
は
経
済
的
に
大
変
厳
し

い
状
況
に
お
か
れ
て
お
り
、

生
活
に
困
っ
て
い
る
人
や
苦

し
い
経
営
環
境
に
あ
る
企
業

を
対
象
に
さ
ま
ざ
ま
な
支
援

を
行
っ
て
い
る
最
中
で
あ
る
。

ま
た
、
町
は
水
道
料
金
等
の

値
上
げ
も
見
送
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
議
員
の

報
酬
引
き
上
げ
は
、
町
民
の

理
解
が
得
ら
れ
な
い
と
考
え

る
。

竹
渕
議
員　

コ
ロ
ナ
禍
の
最

中
に
議
員
報
酬
の
役
職
加
算

を
上
げ
る
と
い
う
の
は
い
か

が
な
も
の
か
。

　

町
民
の
現
状
を
理
解
し
て

寄
り
添
う
気
持
ち
が
あ
れ
ば
、

今
こ
の
時
期
に
発
委
で
値
上

げ
を
す
る
の
は
常
識
的
に
は

あ
り
得
な
い
と
考
え
る
。

議会改革への取り組み
　　　　　　　　　　　　　　１４名から１２名へ削減　

　　　　　　　　　　　　　　平成１８年の基準へ
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議員 報酬

水道料金等値上げ再度見送り

　　　　　　　　　　（注１）
　電気・ガス・灯油や生活必需品の価格
高騰が続く中、令和５年４月から予定し
ていた水道料金等値上げの再度見送り
が、12 月 12 日の議員全員協議会の中で
説明されました。
　水道事業企業会計は
依然として厳しい経営
状況にあり、料金値上
げの時期は、今後の社
会情勢を考慮して検討
する必要があります。

議員定数

反　

対　

討　

論

反　

対　

討　

論



■
東
吾
妻
町
個
人
情
報
の
保

護
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例

他
３
件

■
東
吾
妻
町
議
会
が
保
有
す

る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す

る
条
例

　

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を

図
る
た
め
、
個
人
情
報
の
保

護
に
関
す
る
法
律
が
改
正
さ

れ
、
国
や
民
間
・
自
治
体
な

ど
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で

別
々
の
法
律
・
条
例
に
よ
っ

て
運
用
さ
れ
て
き
た
個
人
情

報
を
、
同
一
の
法
の
規
律
に

よ
っ
て
取
り
扱
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
伴
い
、
関
係
す
る

条
例
の
改
正
・
廃
止
・
制
定

案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
議
会
と
し
て
も

新
た
に
東
吾
妻
町
議
会
が
保

有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に

関
す
る
条
例
の
制
定
を
発
委

し
、
関
係
５
法
案
は
す
べ
て

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　　

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
９

２
３
９
万
９
０
０
０
円
を
追

加
し
、
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
89

億
６
５
９
３
万
１
０
０
０
円

と
し
ま
し
た
。

　

人
件
費
や
電
気
料
の
増
額

他
は
以
下
の
通
り
で
す
。

　

主
な
内
容

・
子
育
て
支
援
費　

　
　
　
　
　
　

３
６
０
万
円

・
定
住
促
進
事
業
住
宅
取
得

奨
励
補
助
金　

５
０
０
万
円

・
住
宅
新
築
改
修
等
補
助
金

　
　
　
　
　

１
０
０
０
万
円

・
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設

置
費
補
助
金　

１
０
０
万
円

・
民
有
林
造
林
保
育
事
業
補

助
金　
　
　
　

３
９
０
万
円

■
東
吾
妻
町
議
会
議
員
及
び

東
吾
妻
町
長
の
選
挙
に
お
け

る
選
挙
運
動
の
公
費
負
担
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

公
職
選
挙
法
施
行
令
等
の

改
正
に
よ
り
、
町
議
会
議
員

や
町
長
選
挙
の
選
挙
運
動
の

公
費
負
担
の
単
価
（
選
挙

カ
ー
の
燃
料
費
や
ビ
ラ
・
ポ

ス
タ
ー
作
成
単
価
な
ど
）
が

増
額
さ
れ
ま
し
た
。

■
財
産
の
無
償
譲
渡

種
類　

工
作
物
一
式

「
地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備

推
進
交
付
金
事
業
」
で
構
築

し
た
光
フ
ァ
イ
バ
ケ
ー
ブ
ル

設
備
お
よ
び
付
属
設
備

所
在　

岩
島
地
区
・
坂
上
地

区相
手
方　

東
日
本
電
信
電
話

株
式
会
社　

埼
玉
事
業
部　

執
行
役
員　

埼
玉
事
業
部
長

　

市
川　

泰
吾

譲
渡
の
時
期　

令
和
５
年
３

月
31
日

　

質　

疑

議
員　

無
償
譲
渡
と
い
う
こ

と
だ
が
、
資
産
と
し
て
換
算

す
る
金
額
は
い
く
ら
に
な
る

の
か
。

企
画
課
長　

無
償
譲
渡
に
係

る
工
作
物
の
う
ち
、
光
フ
ァ

イ
バ
ケ
ー
ブ
ル
は
全
長
で
約

１
６
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ
る

が
、
総
務
省
で
10
年
以
上
経

過
し
た
も
の
は
財
産
価
値
を

ゼ
ロ
と
み
な
す
の
で
、
残
存

価
格
は
な
い
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
局
内

設
備
と
光
ケ
ー
ブ
ル
を
接
続

す
る
装
置
を
含
む
IP
ボ
ッ
ク

ス
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
三
島

唐
堀
地
区
と
大
戸
塩
の
平
地

区
に
あ
り
、
耐
用
年
数
が
35

年
で
、
令
和
５
年
３
月
末
時

点
の
残
存
価
格
で
換
算
す
る

と
約
２
２
３
０
万
円
と
な
る
。

■
ひ
が
し
あ
が
つ
ま
地
域
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管

理
者
の
指
定

指
定
管
理
者

　

社
会
福
祉
法
人
愛
星
会

　

理
事
長　

茂
木
伸
一

指
定
期
間　

令
和
５
年
４
月

１
日
か
ら
令
和
10
年
３
月
31

日
ま
で

東吾妻町議会だより　令和５年 2 月１日　６８号 ６

令
和
４
年
度

　

一
般
会
計
補
正
予
算

会　　計　　名 補 正 額 予 算 総 額

一 般 会 計 9239万円 89億6593万円

国民健康保険特別会計(事業勘定) 1億2494万円 17億3292万円

国民健康保険特別会計(施設勘定) 49万円 7153万円

地 域 開 発 事 業 特 別 会 計 443万円 4824万円

下 水 道 事 業 特 別 会 計 530万円 5億7373万円

簡 易 水 道 特 別 会 計 487万円 1億4591万円

令和４年度　補正予算一覧

そ
の
他
決
ま
っ
た
こ
と

デ
ジ
タ
ル
社
会
に
対
応
し
た

　
　
　
　
　
　

個
人
情
報
の
取
扱
へ

　
　
　
　
　
　

～
関
係
５
法
案
可
決

新
法
案
で
個
人
情
報
の
保
護
と

適
切
な
活
用
を



　　

　

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
２

億
２
１
２
９
万
７
０
０
０
円

を
追
加
し
、
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
88
億
７
３
５
３
万
２
０
０

０
円
と
し
ま
し
た
。

①
緊
急
経
済
対
策

今
年
度
第
２
弾
！
く
ら
し
応

援
商
品
券
支
給
事
業

　
　
　

１
億
３
１
７
２
万
円

②
施
設
園
芸
燃
油
価
格
高
騰

緊
急
対
策
事
業
補
助
金

　
　
　
　
　
　

３
０
０
万
円

③
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等

価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金

事
業　
　
　

８
６
５
７
万
円

７ 東吾妻町議会だより　令和５年 2 月１日　６８号

　

令
和
４
年　

第
２
回
臨
時
会

　
　
　
　
　
　
（
10
月
26
日
〜
28
日
）

会　　計　　名 補 正 額 予 算 総 額

一 般 会 計 2億2129万円 88億7353万円

下 水 道 事 業 特 別 会 計 850万円 5億6843万円

令和４年度　補正予算一覧

　
　
　

１
億
３
１
７
２
万
円

くらし応援商品券使用
期限は 3月 10 日まで

県
町
村
議
会

　

議
員
研
修
会

　

11
月
１
日
、
群
馬
県
町

村
議
会
議
員
研
修
会
が
、

吉
岡
町
文
化
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

大
正
大
学
江
藤
俊
昭
教

授
に
よ
る
「
議
員
報
酬
・

政
務
活
動
費
の
充
実
に
向

け
た
論
点
と
手
続
き
」
の

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

住
民
自
治
を
進
め
る
た
め

に
不
可
欠
な
テ
ー
マ
で
あ

り
大
変
興
味
深
く
拝
聴
し

ま
し
た
。

　

続
い
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合

テ
レ
ビ
「
お
は
よ
う
日
本
」

な
ど
に
出
演
の
南
利
幸
気

象
予
報
士
が
登
壇
し
、
こ

と
わ
ざ
と
ジ
ョ
ー
ク
を
交

え
た
講
演
で
「
気
象
変
動
・

異
常
気
象
と
こ
れ
か
ら
の

防
災
・
減
災
対
策
」
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。

耳を傾ける議員 大正大学江藤俊昭教授南利幸気象予報士

陳

情

趣旨
採択

安全・安心の医療・介護実現のため人員増と処
遇改善を求める陳情書

 群馬県医療労働組合連合会
   執行委員長　出浦匠人

文教厚生常任委員会

今回の陳情

コロナ禍での景気悪化 ・ 燃料など物価の高騰に負けない！

　　　　　暮らし安心のための補正予算可決 !
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今
回
進
展
の　
　
　
　

  
 

あ
っ
た
陳
情

NO
９　

萩
生
地
区
活
性
化
拠

点　

観
光
案
内
看
板
・
休
憩

所
設
置
に
関
す
る
陳
情

　

令
和
４
年
度
ト
イ
レ
内
便

器
に
抗
菌
塗
装
施
工
、
洗
面

器
を
非
接
触
型
自
動
水
栓
に

改
修
し
た
と
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

萩生地区の観光案内看板とトイレ

　手前の 「忠治とまどいの松」 は、 江戸時代に萩生

村と権田村の山境に植えられたもので、 国定忠治が

関所破りをためらった場所として有名です。

　幕末、 権田村の寺に仮住まいしていた小栗上野介

がこの松まで馬で遠乗りに来たとも伝わります。

　江戸時代に思いをはせ、

　　　　　　　　　　　　　　　訪ねてみませんか？

訪ねてみませんか？

　

議
会
で
は
、
皆
さ
ん
か

ら
提
出
さ
れ
た
請
願
・
陳

情
を
慎
重
に
審
査
し
て
い

ま
す
。
採
択
し
た
中
で
、

町
執
行
部
へ
送
る
べ
き
も

の
は
速
や
か
に
送
付
し
、

要
望
の
実
現
が
図
ら
れ
る

よ
う
議
会
の
意
志
を
伝
え

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
、
町
は
必

ず
実
行
す
る
義
務
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
処
理
経
過
を

報
告
す
る
こ
と
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
お
り
、
12
月
議

会
に
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
会
で
は
、
皆
さ
ん
か

ら
提
出
さ
れ
た
請
願
・
陳

情
を
慎
重
に
審
査
し
て
い

ま
す
。
採
択
し
た
中
で
、

　

議
会
で
は
、
皆
さ
ん
か

   請
願
・
陳
情

に
つ
い
て
の
報
告

　みんなの声を町政に！！水仙ちゃんが陳情の仕方を紹介します
１、 議会は、 町政に対

する意見や要望を陳情

や請願として受け付け

ています。 今回は、 水

仙ちゃんが、 陳情の仕

方を説明します。

東吾妻町役場３階議会

棟にやってきました。

２、 議会事務局に陳

情書を提出します。

＊受付締め切りは、

年４回 （３月 ・ ６月 ・

9 月 ・ 12 月） の定

例会前の議会運営

委員会前日です。

３、 陳情書の書き方

①提出年月日

②東吾妻町議会議長宛　

③陳情書の表題

④陳情者の郵便番号、 住所、 氏名 （署名また

は記名押印） 電話番号

⑤陳情の趣旨

⑥陳情の理由

＊東吾妻町議会議員の紹介がある場合は、 陳情で

はなく請願になります。 紹介議員の署名または記名

押印を追加し、 「陳情」 を 「請願」 にしてください。

＊定例会終了後、 審議結果 （採択、 不採択など）

を陳情者に通知します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和５年２月１日

東吾妻町議会　○○議長　様

　　　水仙ちゃんのお友達を作る陳情書

　　　　　　　　　　　　３７７－０８０１
　　　　　　　　　　　　東吾妻町大字原町１０４６　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水仙ちゃん
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６８－２１１１　

（趣旨） 水仙ちゃんのお友達のゆるキャラを作るこ

とを要望します。 　　　　　　　　　

（理由） 東吾妻町の PR のために毎日がんばってい

る水仙ちゃんの癒やしのため、 また、 2 人でさらに

イベントを盛り上げることができるので、 水仙ちゃ

んのお友達のゆるキャラを作り、 町の PRを活性化

させたい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊この陳情書は参考例です。

水
仙

会議の日程は東吾
妻町議会ホームページ
をご覧ください。

陳
情
書



№ 採択議会 担当課 処理状況

1 平成２１年６月採択 農林課 処理中

2 平成２２年１２月採択 建設課 処理中

3 平成２５年３月採択 まちづくり推進課 処理中

4 平成２５年９月採択 まちづくり推進課 処理中

5 平成２５年１２月採択 企画課 処理中

6 平成２６年３月採択 建設課 処理中

7 平成２６年６月採択 建設課 未決

8 平成２６年９月採択 建設課 未決

9 平成２６年１２月採択 まちづくり推進課 処理中

10 平成２７年３月採択 農林課 未決

11 平成２７年９月採択 建設課 未決

12 平成２７年９月採択 社会教育課 未決

13 平成２７年１２月採択 まちづくり推進課 未決

14 平成２７年１２月採択 建設課 処理中

15 平成２７年１２月採択 建設課 未決

16 平成２８年９月採択 建設課 未決

17 令和元年９月採択 建設課 処理中

18 令和元年９月採択 学校教育課 未決

19 令和２年６月採択 建設課 処理中

20 令和２年１２月採択 建設課 処理中河川からの越水被害に関する陳情

橋梁の架け替えと町道拡幅に関する陳情（岩下漆貝
戸）

東吾妻町弓道場の新設に関する陳情書

安心して住み続けられる坂上地区づくりに関する陳情
（トイレ・ＧＳ・直売所）

町道５０８５号線（原町上野在下)拡幅改良工事に関す
る陳情書

上信自動車道の開通に伴う発展政策提言の陳情書

町道新井・横谷・松谷線拡幅のお願い

日向地区の町道並びに上本丸橋改修に関する陳情

東吾妻町立小学校におけるフッ化物洗口実施に関する
陳情

町道５２４２号線（郷原古谷）改良の請願

十二ヶ原第二畜産団地の排水について【請願】（植栗
区長）

請願・陳情件名

町道３００５号線（本宿上の原）舗装工事のお願い

町道程岩・堂ヶ沢線改修工事を求める陳情

「農山漁村活性化プロジェクト支援交付金（農林水産
省）」事業等導入促進に関する請願書

地元小規模零細商業者への東吾妻町公共施設の発注拡
大に関する陳情

陳情書　(坂上地区にガソリンスタンドを確保するた
め、事業者の確保と支援を）

陳情書　町道新井・横谷・松谷線(厚田～三島間)の拡
幅改良工事

陳情書　公衆用道路の拡幅改良について（大戸上宿区
長）

陳情書　町道５２６７号線の道路改良拡幅工事（辻区
長）

萩生地区活性化拠点 観光案内看板・休憩所設置に関す
る陳情（萩生地区活性化推進委員会）

過去に採択された請願・陳情処理経過一覧

　未決・・・どのような方法で行うか決定されていない　　　処理中・・・着手し進行中

９ 東吾妻町議会だより　令和５年 2 月１日　６８号



　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
の
質
疑
応

答
は
編
集
し
て
あ
り
ま
す
︒
本

会
議
中
の
正
確
な
や
り
取
り
に

つ
い
て
は
︑
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
会
議
録
︵
３
月
中
に
掲
載
予

定
︶
を
ご
覧
く
だ
さ
い
︒

Q
実
行
計
画
に
お
け
る
CO
2

削
減
の
取
り
組
み
は
。

A
目
標
達
成
に
向
け
た
５

つ
の
取
り
組
み
を
示
し

て
お
り
、
施
設
へ
の
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
や

L
E
D
照
明
な
ど
の
導
入

拡
大
、
さ
ら
に
公
用
車
の
電

気
自
動
車
（
EV
）
へ
の
計
画

的
な
切
り
替
え
に
つ
い
て

の
検
討
を
具
体
的
に
指
示

し
て
い
る
。Q

実
行
計
画
の

概
要
版
を
町

民
、事
業
者
に
配
布

し
て
周
知
し
、CO
2

の
削
減
に
積
極
的

に
参
加
し
て
い
た

だ
く
よ
う
努
め
る

べ
き
で
は
。

A
全
町
で
削
減

意
識
を
高
め

て
取
り
組
ん
で
い

く
。Q

町
全
域
の「
実

行
計
画（
区
域

施
策
編
）」
を
策
定

す
べ
き
で
は
。

A
区
域
施
策
編

は
策
定
す
る

予
定
は
な
い
が
、当

町
も
社
会
の
一
員
で
あ
る

の
で
事
務
事
業
編
の
取
り

組
み
を
着
実
に
進
め
る
と

と
も
に
、
そ
れ
以
外
の
取
り

組
み
も
進
め
て
い
く
。

Q
当
町
の
豊
富
な
木
材
を

利
用
し
た
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
所
の
増
設
を
。

A
有
力
な
民
間
事
業
者
が

い
れ
ば
支
援
し
た
い
。

Q
住
宅
用
太
陽
光
発
電
設

備
の
推
進
と
蓄
電
池
シ

ス
テ
ム
の
導
入
支
援
を
。

A
現
施
策
で
あ
る
住
宅
用

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
補
助
金
交
付
事
業
の

継
続
を
含
め
、
家
庭
由
来
の

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を

抑
制
す
る
た
め
の
方
策
を

検
討
す
る
。

Q
充
電
ス
タ
ン
ド
の
増
設

や
EV
、省
エ
ネ
家
電
、省

エ
ネ
住
宅
な
ど
へ
の
買
い

替
え
促
進
の
た
め
の
補
助

制
度
は
。

A
商
業
施
設
や
工
場
等
に

充
電
ス
タ
ン
ド
の
増
設

を
要
望
す
る
。
そ
の
他
の
補

助
制
度
は
限
ら
れ
た
財
源

の
中
で
、
ど
の
分
野
に
重
点

を
置
く
か
今
後
検
討
す
る
。

Q
健
全
な
森
林
の
有
す
る

CO
2
の
吸
収
機
能
を
高

め
る
た
め
、
町
が
積
極
的
に

コ
ミ
ッ
ト
し
、
間
伐
等
の
森

林
整
備
や
積
極
的
な
木
材

利
用
を
推
進
し
て
は
。

A
森
林
環
境
譲
与
税
を
使

い
、
間
伐
等
の
森
林
整

備
を
東
地
区
よ
り
山
林
所

有
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
始
め
て
い
る
。
林
業
経
営

を
預
け
て
良
い
と
い
う
山

林
は
林
業
経
営
者
に
委
託
、

ま
た
経
営
に
適
さ
な
い
山

林
は
町
自
ら
経
営
管
理
し

て
い
く
。
ま
た
、
木
材
利
用

に
つ
い
て
は
薪
ス
ト
ー
ブ

や
ボ
イ
ラ
ー
の
普
及
促
進

に
努
め
た
い
。

 

　7議員が町政を問う
　　　　　　　　　　一　般　質　問

我
が
町
の
地
球
温
暖
化
対
策
実

行
計
画
（
事
務
事
業
編
）
は

２
０
３
０
年
度
ま
で
に
、
CO
２
を

２
０
１
３
年
度
比
37
・
５
％
削
減

ＱA

こ ば や し こ う い ち　　　　　　

小 林 光 一 議 員
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町有施設から排出される二酸化炭素（CO２）削減目標

供
給
処
理
か
ら
の
排
出
量　

一
般
の
事
務
事
業
か
ら
の
排
出
量



           

Q
当
町
は
妊
娠
か
ら
出
産

ま
で
と
2
歳
ま
で
の
オ

ム
ツ
や
お
し
り
ふ
き
等
に

も
使
え
る
3
万
円
給
付
等
、

他
自
治
体
よ
り
も
経
済
的

支
援
が
充
実
し
て
い
る
。

　

出
産
後
慣
れ
な
い
育
児

で
体
力
的
・
精
神
的
に
疲
れ
、

「
家
事
等
の
ヘ
ル
パ
ー
派
遣

や
一
時
預
か
り
が
あ
っ
た

ら
い
い
」
と
の
声
が
あ
る
。

産
後
の
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
に

は
人
の
力
が
必
要
に
な
っ

て
く
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等

育
成
す
る
機
関
を
設
け
て

ほ
し
い
。

A
産
後
ヘ
ル
パ
ー
事
業
で

は
今
年
度
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
型
を
５
名
利
用
し
て
い

る
。
家
庭
へ
の
産
後
ヘ
ル

パ
ー
派
遣
は
社
会
福
祉
協

議
会
へ
呼
び
か
け
を
行
い

協
力
し
て
い
き
た
い
。

Q
保
健
セ
ン
タ
ー
は
い
つ

で
も
相
談
に
行
き
や
す

い
雰
囲
気
だ
と
い
う
。
家
庭

へ
の
支
援
で
他
自
治
体
高

崎
市
で
は
家
事
ヘ
ル
パ
ー

派
遣
を
受
け
や
す
い
よ
う

に
ク
ー
ポ
ン
を
配
布
し
て

い
る
。
伴
走
型
支
援
は
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

A
ピ
ヨ
ピ
ヨ
ク
ラ
ブ
・

ラ
ッ
コ
ク
ラ
ブ
・
子
育

て
に
こ
に
こ
広
場
で
遊
ば
せ

な
が
ら
相
談
を
受
け
て
い
る
。

出
か
け
な
い
、
参
加
し
な
い

人
の
支
援
は
保
健
師
が
訪

問
・
電
話
で
積
極
的
な
働
き

か
け
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

子
育
て
に
つ
い
て
の
広
報
は

ス
マ
ホ
の
活
用
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

Q
令
和
５
年
4
月
か
ら
子

ど
も
基
本
法
が
本
格
運

用
さ
れ
る
。
町
は
人
的
支
援

と
子
ど
も
の
声
を
ど
う
反
映

さ
せ
て
い
く
か
。

A
子
ど
も
の
声
が
聞
け
る

機
会
を
と
ら
え
て
い
き

た
い
。

地
域
資
源
の
保
存

団
体
に
手
厚
い
支

援
をQ

町
の
誇
れ
る

歴
史
遺
物
、

地
域
資
源
の
保
存

整
備
に
汗
を
流
し

て
い
る
団
体
へ
の

支
援
が
薄
い
の
で

は
な
い
か
。

A
経
済
的
な
支
援
だ
け
で

な
く
、
求
め
ら
れ
た
内

容
に
応
じ
た
支
援
を
検
討
し

て
い
く
。

Q
町
内
に
は
隠
れ
た
特
技

を
持
っ
た
人
が
多
く
い

る
。
そ
う
い
う
人
を
把
握
し
、

講
師
と
し
て
紹
介
す
る
こ
と

で
、
町
民
の
学
び
を
豊
か
に

で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

A
自
分
ら
し
い
特
技
や
趣

味
、
生
き
方
を
し
て
い

る
人
を
ロ
ッ
ク
な
人
と
し
て

「
マ
イ
ロ
ッ
ク
タ
ウ
ン
東
吾

妻
」
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で

紹
介
し
て
い
る
。
今
後
も
町

の
歴
史
や
自
然
、
人
物
に
つ

い
て
も
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
で

幅
広
く
発
信
し
て
い
く
。

一 　
般 　　 

質 　　　  
問 　　　　   出産・子育て応援交付金に対しニーズに

即した事業を

継続的な支援を個別に行っている

　　　 
　　　　  　　　　  Ｑ

A

あおやぎ　　　　　　　　　　　　

青柳はるみ議員
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保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
乳
児
健
診

ロ
ッ
ク
な
人
に
教
わ
る
ゆ
ず
ク
リ
ー
ム
作
り
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空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の
利
用
は

Q
空
き
家
の
利
用
希
望
者

に
空
き
家
の
情
報
を
提

供
す
る
「
空
き
家
バ
ン
ク
」

制
度
が
あ
る
が
今
ま
で
に
成

約
し
た
物
件
は
。
ま
た
、
町

の
HP
で
は
「
今
現
在
、
物
件

情
報
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
の

書
き
込
み
が
あ
る
が
。

A
過
去
の
実
績
は
1
件
の

成
約
で
17
件
の
登
録
が

あ
る
が
、
物
件
情
報
に
つ
い

て
は
個
人
情
報
等
で
希
望
し

な
い
方
が
全
員
で
、
表
現
に

つ
い
て
は
今
後
検
討
し
て
い

き
た
い
。

空
き
家
除
却
補
助
金
の
増
額
を

Q
町
内
の
景
観
を
保
全
し
、

町
民
の
安
全
・
安
心
な

暮
ら
し
を
確
保
す
る
た
め
、

空
き
家
の
除
却
に
要
す
る

費
用
の
一
部
を
補
助
す
る

た
め
の
空
き
家
除
却
補
助

金
の
申
請
期
間
が
も
う
終

了
し
て
い
る
が
な
ぜ
か
。

A
補
助
金
額
は
除
却
経
費

の
３
分
の
１
で
上
限
50

万
円
だ
が
利
用
者
が
多
い

た
め
に
年
間
予
算
の
６
０

０
万
円
が
す
ぐ
終
了
し
て

し
ま
う
。
今
後
徐
々
に
増
額

し
て
い
き
た
い
。

空
き
家
の
管
理
状
況
は

Q
管
理
の
行
き
届
か
な
い

空
き
家
を
放
置
し
て
い

れ
ば
、
い
ず
れ
特
定
空
き
家

と
な
り
、
周
辺
の
環
境
が
著

し
く
悪
化
し
て
し
ま
う
が
、

町
は
空
き
家
の
所
有
者
に

対
し
て
こ
れ
ま
で
に
何
件

の
指
導
や
助
言
を
行
っ
て

き
た
か
。

A
こ
れ
ま
で
、
空
き
家
物

件
の
所
有
者
に
対
し
て
、

物
件
の
管
理
に
つ
い
て
の

助
言
や
指
導
は
行
っ
て
い

な
い
が
、
現
在
実
施
し
て
い

る
実
態
調
査
で
は
、
外
観
に

よ
る
物
件
の
不
良
度
判
定

も
行
っ
て
い
る
の
で
、
ま
ず

は
実
態
の
把
握
に
努
め
て

い
く
。

２
０
２
９
年
の
国
民
ス

ポ
ー
ツ
大
会
に
つ
い
て

Q
第
38
回
赤
城
国
体
以
来

46
年
ぶ
り
に
国
民
ス

ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
が
決

ま
り
東
吾
妻
町
も
カ
ヌ
ー

競
技
の
ス
ラ
ロ
ー
ム
会
場

に
決
定
し
た
。
東
吾
妻
町
を

知
っ
て
も
ら
う
大
き
な
イ

ベ
ン
ト
と
捉
え
、
今
後
会
場

周
辺
の
整
備
や
誘
客
等
期

待
さ
れ
る
が
町
長
の
意
気

込
み
を
お
聞
き
す
る
。

A
カ
ヌ
ー
競
技
の
特
設
会

場
の
場
所
は
新
巻
地
区

内
の
親
水
公
園
付
近
を
予

定
し
て
い
る
。
町
と
し
て
は

具
体
的
な
会
場
整
備
の
計

画
は
ま
だ
な
い
が
、
会
場
の

整
備
や
お
も
て
な
し
の
方

法
、
カ
ヌ
ー
競
技
の
普
及
な

ど
、
競
技
団
体
を
は
じ
め
、

県
や
関
係
す
る
機
関
と
調

整
し
て
準
備
を
進
め
て
い

き
た
い
。

 　一
 　　 般
 　　　  質
 　　　　   問

さ と み た け お　　　　　　

里 見 武 男 議 員

２
０
２
９
年
の
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

に
向
け
て
の
周
辺
整
備
を

カ
ヌ
ー
競
技
で
特
設
会
場
は
新
巻
地
区

の
親
水
公
園
付
近
を
予
定

　　　　  
ＱA

新巻地区親水公園でのカヌーチャレンジ
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Q
町
政
懇
談
会
が
開
催
さ

れ
た
。
現
役
世
代
か
ら

高
齢
者
の
方
々
ま
で
多
く

の
町
に
対
す
る
想
い
や
考

え
を
聞
き
、
さ
ら
に
町
の
考

え
を
直
接
伝
え
る
こ
と
は

大
切
な
こ
と
だ
。
こ
の
懇
談

会
を
今
後
の
町
政
に
ど
う

活
か
し
て
い
く
の
か
。

A
各
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
、

地
域
の
課
題
や
町
全
体

に
か
か
る
課
題
・
提
言
を
い

た
だ
い
た
。
今
後
も
毎
年
開

催
し
な
が
ら
懇
談
し
、
い
た

だ
い
た
ご
意
見
を
町
の
将

来
に
向
け
て
、
町
民
の
皆
さ

ん
と
力
を
合
わ
せ
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

Q
東
吾
妻
町
に
住
み
ま
た

こ
の
社
会
に
生
き
る
全

て
の
子
ど
も
達
は
か
け
が

え
の
な
い
宝
で
あ
る
。
先
日

第
４
回
中
学
生
議
会
が
開

か
れ
、
生
徒
達
か
ら
様
々
な

提
言
が
出
さ
れ
た
。
純
粋
な

子
ど
も
達
の
声
に
政
治
・
行

政
の
光
を
当
て
て
い
く
べ

き
と
考
え
る
。
中
学
生
議
会

を
終
え
て
の
町
長
の
感
じ

た
想
い
は
。

A
中
学
生
議
会
で
は
、
９

名
の
若
い
中
学
生
議
員

と
向
か
い
合
う
こ
と
が
で
き
、

大
変
う
れ
し
く
思
っ
た
。
例

え
ば
、
高
齢
者
の
麻
雀
交
流

や
観
葉
植
物
を
公
共
施
設
に

配
置
す
る
な
ど
身
近
に
実
践

で
き
る
提
言
の
ほ
か
、
総
合

施
設
の
建
設
な
ど
町
の
将
来

を
見
す
え
て
の
提
言
も
あ
り
、

大
変
有
意
義
な
時
間
で
あ
っ

た
。Q

こ
の
提
言
を
、
で
き
る

も
の
は
施
策
と
し
て
実

現
し
て
い
け
ば
、
子
ど
も
達

も
学
ぶ
意
欲
と
町
に
対
す
る

夢
・
希
望
が
増
し
て
い
く
と

考
え
る
が
。

A
生
徒
の
提
言
の
中
に
は

実
現
可
能
な
も
の
も
あ

る
と
感
じ
て
い
る
。
今
後
担

当
課
と
も
協
議
し
、
実
現
で

き
る
こ
と
は
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

町
経
済
の
状
況
に
つ
い
て

Q
日
本
は
こ
の
30
年
間
ほ

ぼ
経
済
成
長
し
て
い
な

い
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
平

均
所
得
も
賃
金
増
加
率
も
先

進
国
の
中
で
最
低
水
準
だ
。

国
の
国
民
生
活
基
礎
調
査
に

よ
れ
ば
、「
生
活
が
苦
し
い
」

と
答
え
た
世
帯
は
54
・
４
％

で
あ
る
。
当
町
独
自
の
町
民

生
活
調
査
や
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
す
る
べ
き
と
思
う
が
。

A
町
経
済
も
厳
し
い
状
況

で
あ
る
。
現
在
も
子
育

て
支
援
等
各
種
補
助
金
制
度

も
あ
る
が
、
町
民
皆
さ
ん
の

生
活
状
況
に
つ
い
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
も
重
要
と
考
え
て
い

る
。
今
後
検
討
し
て
い
き
た

い
。

一 　
般 　　 

質 　　　  
問 　　　　   町政懇談会をどう活かしていくのか

ご意見をふまえ町の将来に向けて取り
組んでいく

　　　 
　　　　  　　　　  Ｑ

A

し げ の よ し ゆ き　　　　　

重 野 能之議員
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大
柏
木
川
原
湯
ト
ン
ネ
ル
開

通
後
の
交
通
状
況
に
つ
い
て

Q
ト
ン
ネ
ル
開
通
後
、
交

通
量
が
増
加
し
、
地
域

経
済
再
生
の
兆
し
と
し
て
大

変
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
反
面
、
大
柏
木
地
区
で

は
ト
ン
ネ
ル
出
入
口
か
ら
下

り
カ
ー
ブ
が
続
き
、
高
速
で

通
行
す
る
車
両
も
多
く
そ
の

中
を
徒
歩
で
横
断
す
る
住
民

も
い
る
。
ま
た
、
大
戸
宿
の

４
０
６
号
で
は
高
速
で
下
っ

て
く
る
車
両
が
あ
り
、
側
道

か
ら
国
道
に
出
る
際
、
危
険

を
感
じ
る
住
民
ド
ラ
イ
バ
ー

も
多
い
た
め
、
そ
の
対
策
を

求
め
る
。

A
危
険
個
所
に
つ
い
て
は

関
係
機
関
と
現
地
調
査

し
対
策
を
講
じ
て
い
る
。
ま

た
、
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
要

望
を
集
約
し
現
地
調
査
の

上
、
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

Q
坂
上
地
区
内
で
横
断
歩

道
の
消
失
が
多
く
、
ド

ラ
イ
バ
ー
が
こ
れ
を
見
落

と
す
ケ
ー
ス
も
散
見
さ
れ

る
。
特
に
さ
か
う
え
こ
ど
も

園
前
の
横
断
歩
道
消
失
は

早
急
に
補
修
を
求
め
る
。

A
さ
か
う
え
こ
ど
も
園
前

に
つ
い
て
は
道
路
管
理

者
で
あ
る
中
之
条
土
木
事
務

所
に
お
つ
な
ぎ
し
た
い
。

Q
大
柏
木
入
口
交
差
点
付

近
の
水
田
は
秋
に
稲
が

伸
び
る
と
大
柏
木
側
、
本
宿

側
の
通
行
車
両
が
相
互
に

確
認
で
き
ず
大
変
危
険
で

あ
る
。
町
か
ら
地
権
者
へ
、

安
全
性
確
保
の
協
力
要
請

を
行
っ
て
ほ
し
い
。

A
地
元
区
長
等
と
協
議
の

上
、
地
権
者
・
生
産
者

と
も
相
談
し
方
策
を
探
り

た
い
。

バ
ス
タ
東
吾
妻
︵
仮
称
︶
の

用
地
問
題
に
つ
い
て

Q
バ
ス
タ
東
吾
妻（
仮
称
）

の
計
画
用
地
に
町
長
の

所
有
地
は
含
ま
れ
て
い
る
か
。

A
現
在
、
基
本
構
想
の
段

階
で
あ
り
、
具
体
的
な

場
所
は
ま
だ
決
定
し
て
い

な
い
。
私
有
地
は
植
栗
交
差

点
付
近
に
あ
り
、
そ
の
大
部

分
は
県
道
整
備
の
た
め
群

馬
県
に
買
収
さ
れ
、
現
在
は

そ
の
残
地
が
多
少
残
っ
て

い
る
。

バ
ス
タ
計
画
に
E
B
P
M

︵
合
理
的
根
拠
に
基
づ
く
政

策
立
案
の
手
法
︶
導
入
を

Q
多
く
の
自
治
体
で
政
策

立
案
に
E
B
P
M
導

入
が
進
ん
で
い
る
。
本
事
業

も
成
功
確
率
を
高
め
る
た

め
に
こ
れ
を
導
入
し
、
外
部

委
託
業
者
に
基
本
構
想
の

策
定
方
法
を
再
協
議
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

A
本
事
業
に
必
要
で
あ
る

と
判
断
す
れ
ば
委
託
業

者
に
つ
い
て
も
内
容
確
認

し
、
計
画
を
進
め
て
い
き
た

い
。

 　一
 　　 般
 　　　  質
 　　　　   問

い の う え ひ で き　　　　　　

井上日出来議員

交
通
量
が
増
加
し
た
坂
上
地
区
の
安
全

対
策
強
化
を

町
と
し
て
も
認
識
し
て
お
り
調
査
と
対

策
を
講
じ
て
い
く

　　　　  
ＱA

さかうえこども園前の消えかけた横断歩道



Q
経
済
対
策
と
し
て
町
民

に
特
別
定
額
給
付
金
、

交
付
金
等
の
支
援
事
業
を

行
っ
て
き
た
が
費
用
対
効
果

は
。A「

く
ら
し
応
援
商
品
券
」

の
支
給
を
令
和
２
年
度

か
ら
毎
年
度
実
施
し
て
き

た
。
今
年
度
も
８
月
と
12
月

に
物
価
高
騰
対
応
分
と
し

て
支
給
し
た
。
こ
れ
ま
で
の

支
援
金
額
は
約
５
億
４
０

０
０
万
円
と
な
り
、
そ
の

99
％
が
町
内
で
消
費
さ
れ

て
い
る
。
特
別
定
額
給
付
金

の
総
額
は
約
13
億
４
５
４

０
万
円
で
あ
り
地
域
内
の

消
費
に
回
さ
れ
効
果
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

Q
物
価
高
騰
や
電
気
、
ガ

ス
料
金
の
値
上
げ
対
策

は
。

A
「
く
ら
し
応
援
商
品
券
」

に
加
え
非
課
税
世
帯
に

は
価
格
高
騰
緊
急
支
援
給

付
金
と
し
て
１
世
帯
５
万

円
の
給
付
を
行
っ
た
。
今
後

も
必
要
に
応
じ
物
価
高
騰

対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

Q
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
低
年
齢
層
へ

感
染
が
広
が
っ
て
い
る
。
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
高
め
た
方

が
い
い
と
思
う
が
。

A
本
人
と
保
護
者
の
希
望

に
よ
り
原
町
赤
十
字
病

院
に
協
力
い
た
だ
き
希
望
者

全
員
に
接
種
し
て
い
る
。
５

歳
か
ら
11
歳
未
満
の
接
種
率

は
約
42
％
で
あ
り
県
平
均
の

２
倍
以
上
と
な
っ
て
い
る
。

６
カ
月
か
ら
５
歳
未
満
の
乳

幼
児
も
県
平
均
の
２
％
に
対

し
約
17
％
と
高
い
接
種
率
と

な
っ
て
い
る
。

Q
物
価
高
騰
、
円
安
等
で

生
産
資
材
が
高
騰
し
て

い
る
。
農
業
経
営
に
は
資
本

装
備
が
重
要
で
あ
り
多
額
の

費
用
が
か
か
る
が
対
策
は
。

A
「
農
業
所
得
安
定
対
策
」

「
野
菜
価
格
安
定
対
策

事
業
」「
収
入
保
険
」
等
へ
の

事
業
加
入
、
令
和
２
年
度
に

行
っ
た
農
業
者
支
援
金
や
施

設
園
芸
を
行
っ
て
い
る
方
に

燃
油
の
補
助
、
飼
料
高
騰
に

対
し
補
助
を
行
い
経
営
の
安

定
化
を
図
っ
た
。
今
後
も
国
、

県
、
町
等
の
様
々
な
制
度
で

農
業
経
営
の
安
定
化
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

Q
特
に
肥
料
価
格
の
高
騰

で
農
業
経
営
が
圧
迫
さ

れ
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て

い
る
が
支
援
策
は
。

A
国
で
行
っ
て
い
る
肥
料

価
格
高
騰
対
策
事
業
で

対
応
で
き
る
と
考
え
て
い

る
。
今
後
は
町
内
の
畜
産
農

家
が
作
る
堆
肥
が
町
内
農

家
に
活
用
し
て
も
ら
え
る

よ
う
協
議
し
た
い
。

一 　
般 　　 

質 　　　  
問 　　　　   

１５ 東吾妻町議会だより　令和５年２月１日　６８号

地域経済の活性化対策は

くらし応援商品券等の支援を行った
今後も必要に応じ物価高騰対策を講じる

　　　　  　　　　  Ｑ

A

た か は し ひ ろ し　　　　　　

高 橋 弘 議 員

農
業
用
生
産
資
材
の

高
騰
対
策
は

農
業
経
営
の
安
定
化
を
様
々

な
制
度
で
図
っ
て
い
き
た
い

ＱA

価格高騰が続く農業用肥料



Q
令
和
３
年
度
、
群
馬
県

移
住
相
談
件
数
は
前
年

比
57
%
増
の
5
6
8
1
件

で
過
去
最
高
、
当
町
で
の
件

数
、
体
制
、
内
容
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。

A 

14
件
あ
り
。
移
住
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中
心

に
情
報
提
供
を
行
な
っ
て
い

る
。
内
容
は
物
件
情
報
や
補

助
金
な
ど
移
住
に
関
す
る
こ

と
、２
拠
点
居
住
、テ
レ
ワ
ー

ク
、
起
業
な
ど
多
岐
に
渡
っ

て
い
る
。

関
係
人
口
等
づ
く
り
は

Q
関
係
人
口
の
人
材
活
用

が
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

多
様
化
の
中
で
よ
り
関
わ
り

が
多
彩
に
な
っ
て
き
て
い
る

こ
と
か
ら
地
域
づ
く
り
の
担

い
手
と
し
て
期
待
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
一
般
質
問

で
ふ
る
さ
と
住
民
票
制
度

等
他
自
治
体
事
例
を
紹
介

し
て
制
度
導
入
を
提
案
し

て
き
た
が
、
そ
の
後
は
。

A
現
在
、「
東
吾
妻
町
ふ
る

さ
と
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
」

の
設
置
に
向
け
準
備
中
で

あ
る
。
当
町
に
関
心
や
愛
着

の
あ
る
町
外
居

住
者
を
対
象
に

町
の
魅
力
を
発

信
し
、
交
流
ま
た

は
連
携
の
輪
を

広
げ
、
地
域
振
興
、

移
住
定
住
の
促

進
を
図
り
た
い
。

空
き
家
・
空
き
地

バ
ン
ク
の
早
期

整
備
を

Q
若
年
層
世

代
の
移
住
・

定
住
促
進
に
は

空
き
家
対
策
が

重
要
。
全
国
を
見
て
も
空
き

家
等
バ
ン
ク
は
７
割
の
自

治
体
は
整
備
済
と
い
わ
れ

る
。
当
町
で
は
物
件
登
録
者

及
び
利
用
登
録
者
の
調
査
、

デ
ー
タ
整
理
の
段
階
に
止

ま
り
、
整
備
が
遅
れ
て
い
る
。

今
後
、
空
き
家
バ
ン
ク
等
を

早
期
に
構
築
、
活
用
す
べ
き

と
思
う
が
。

A
ご
指
摘
の
と
お
り
、
物

件
登
録
者
お
よ
び
利
用

登
録
者
は
と
も
に
登
録
数

が
伸
び
ず
思
う
よ
う
に
進

ん
で
い
な
い
。
今
年
度
、
町

内
全
域
で
空
き
家
実
態
調

査
を
実
施
し
て
お
り
、
空
き

家
を
所
有
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
方
に
再
度
空
き
家

バ
ン
ク
制
度
等
の
案
内
を

行
い
た
い
。

食
文
化
の
再
発
見
と
ブ
ラ

ン
ド
化

Q
雇
用
創
出
に
つ
な
が
る

産
業
振
興
と
し
て
、
先

ず
は
農
と
食
つ
な
ぐ
６
次

産
業
で
あ
る
農
産
加
工
に

可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。
お
の
お
の
の
家
庭
の

婦
人
方
の
ア
イ
デ
ア
や
眠

る
レ
シ
ピ
か
ら
売
れ
る
特

産
品
づ
く
り
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
立
ち
上
げ
て
は
い

か
が
か
。

A      

お
ら
が
ま
ち
づ
く
り
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
を

は
じ
め
、
町
民
の
方
、
企
業
、

大
学
等
連
携
を
図
り
、
地
域

資
源
を
活
か
し
て
い
き
た

い
。

 　一
 　　 般
 　　　  質
 　　　　   問

東吾妻町議会だより　令和５年２月１日　６８号 １６

人
口
増
に
つ
な
が
る
移
住
・
定
住
対
策
を

「
東
吾
妻
町
ふ
る
さ
と
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
」
を
設

置
し
て
交
流
・
連
携
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い

　　　　  

ＱA

た か は し の り き　　　　　

髙 橋 徳樹議員

東京都北区から５年前当町に移住してきた冨田夫妻



１７ 東吾妻町議会だより　令和５年２月１日　６８号

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

須
崎
　
幸
一

渡
　
　
一
美

井
上
日
出
来

高
橋
　
　
弘

茂
木
　
健
司

髙
橋
　
徳
樹

里
見
　
武
男

小
林
　
光
一

重
野
　
能
之

竹
渕
　
博
行

佐
藤
　
聡
一

根
津
　
光
儀

樹
下
　
啓
示

青
柳
は
る
み

令和４年度東吾妻町一般会計補正予算（第３号） 13 12 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10/28

令和４年度東吾妻町下水道事業特別会計補正予算（第３号） 13 12 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10/28

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

須
崎
　
幸
一

渡
　
　
一
美

井
上
日
出
来

高
橋
　
　
弘

茂
木
　
健
司

髙
橋
　
徳
樹

里
見
　
武
男

小
林
　
光
一

重
野
　
能
之

竹
渕
　
博
行

佐
藤
　
聡
一

根
津
　
光
儀

樹
下
　
啓
示

青
柳
は
る
み

議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12/14

東吾妻町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正
する条例

14 10 3 可 ‐ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ 12/14

東吾妻町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 14 12 1 可 ‐ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12/14

東吾妻町議会議員及び東吾妻町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する
条例の一部を改正する条例

14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12/14

東吾妻町個人情報保護条例を廃止する条例 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12/14

東吾妻町個人情報の保護に関する法律施行条例 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12/14

東吾妻町情報公開・個人情報保護審査会条例 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12/14

東吾妻町情報公開条例の一部を改正する条例 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12/14

令和４年度東吾妻町一般会計補正予算（第４号） 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12/14

令和４年度東吾妻町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12/14

令和４年度東吾妻町地域開発事業特別会計補正予算（第２号） 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12/14

令和４年度東吾妻町下水道事業特別会計補正予算（第４号） 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12/14

令和４年度東吾妻町簡易水道特別会計補正予算（第３号） 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12/14

財産の無償譲渡 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12/14

ひがしあがつま地域活動支援センターの指定管理者の指定 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12/14

東吾妻町議会議員定数条例の一部を改正する条例 14 10 3 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ 12/14

議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例 14 10 3 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ × ○ ○ 12/14

東吾妻町議会が保有する個人情報の保護に関する条例 14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12/14

安全・安心の医療・介護実現のため人員増と処遇改善を求める陳情書＊委員会
の趣旨採択に関し

14 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12/14

　　第２回　臨時会（令和４年１０月２６日～２８日）

可…可決、否…否決、○…賛成、×…反対、欠…欠席、／…退席　　議長(１番)は採決に加わらないため「‐」で表示

　　　　　　　　　　　　　　　議 員 名
　　議 案 名

出
席
者
数

賛
 
　
成

反
　
　
対

議
決
結
果

議
　
決
　
日

　　第４回　定例会（令和４年１２月６日～１５日）

議　案　な　ど　の　審　議　結　果

　　　　　　　　　　　　　　　議 員 名
　　議 案 名

出
席
者
数

賛
 
　
成

反
　
　
対

議
決
結
果

議
　
決
　
日

「議会だより」 表紙の写真募集

「議会だより」 の表紙に掲載する写真を募集して
います。 マスクの下の笑顔を見る機会が減っていま
すが、 次号は笑顔の写真を募集します。 笑顔いっ
ぱいの表紙となるよう、 ご応募お待ちしています。
詳しくは、 東吾妻町議会ホームページをご覧くだ
さい。

E-mail：gikai@town.higashiagatsuma.gunma.jp

次回５月発行締切は、３月 27 日です。

かわいい笑顔の写真をメールでお送りください！



東吾妻町議会だより　令和５年２月１日　６８号 １８

西山　伽音

橋爪　瑠那

齊藤　洋希

冨澤　璃久

　
　
第
４
回
Ｊ
Ｈ
Ｓ
議
会

〜
中
学
生
か
ら
の
提
言

　

令
和
４
年
11
月
29
日
、
東
吾
妻
町
中
学
生
議
会
が
３
年

ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
吾
妻
中
学
校
３
年
生
は
、
卒
業
研
究
と
し
て
「
20
年

後
の
私
へ
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
卒
業
後
の
社
会
と
の
関
わ

り
を
考
え
な
が
ら
研
究
し
て
き
ま
し
た
。
代
表
の
10
名
が

そ
の
成
果
を
発
表
し
、
ふ
る
さ
と
東
吾
妻
町
へ
提
言
を
行

い
ま
し
た
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
お
年
寄
り

の
外
出
の
機
会
や
周
囲
と
の
交
流
が

減
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
交
流
を
増
や
す

機
会
と
し
て
麻
雀
で
地
域
の
活
性
化
に

取
り
組
む
こ
と
を
考
え
た
。
麻
雀
は
参

加
者
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り

な
が
ら
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

認
知
症
の
予
防
に
も
つ
な
が
る
健
康

ゲ
ー
ム
で
あ
る
。

　

町
主
催
で
地
域
の
公
民
館
な
ど
で
教

室
を
開
催
し
、
麻
雀
を
通
し
て
お
年
寄

り
や
若
者
の
交
流
を
増
や
せ
ば
、
よ
り

町
が
元
気
に
な
る
の
で
は
と
考
え
た
。

地
域
と
つ
く
る

麻
雀

観
葉
植
物
と

私

記
憶
の
証
し
と

私
の
町

A
g
a
t
s
u
m

a

R
a
il　W

a
y

　

パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用
が

か
か
せ
な
い
時
代
は
、
そ
の
利
用
で
目

が
疲
れ
た
り
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
っ
た
り

す
る
こ
と
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。　

　

そ
こ
で
、
公
民
館
や
病
院
な
ど
の
い

ろ
い
ろ
な
施
設
に
観
葉
植
物
を
置
く
こ

と
で
、
そ
の
場
所
が
利
用
す
る
人
に

と
っ
て
心
が
安
ら
ぐ
場
所
に
し
て
い
け

た
ら
と
考
え
た
。
ま
た
、
購
入
し
た
も

の
を
置
く
だ
け
で
な
く
、
学
校
や
地
域

み
ん
な
が
自
分
の
手
で
育
て
た
観
葉
植

物
な
ど
を
施
設
に
届
け
ら
れ
れ
ば
、
地

域
の
交
流
に
つ
な
が
る
と
思
う
。

　

広
島
に
行
っ
た
経
験
か
ら
戦
争
に
つ

い
て
よ
り
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
と
感

じ
る
よ
う
に
な
り
、
最
近
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
戦
争
や
近
く
の
忠
霊
塔
の
歴
史
を

知
っ
て
か
ら
さ
ら
に
戦
争
に
つ
い
て
記

憶
を
つ
な
い
で
い
く
事
が
大
切
だ
と
感

じ
た
。

　

そ
こ
で
、
幅
広
い
年
代
の
人
が
戦
争

に
つ
い
て
知
る
機
会
を
設
け
る
た
め

に
、
展
示
会
や
話
し
合
い
の
場
を
つ

く
っ
て
意
見
を
交
流
を
す
る
こ
と
を
毎

年
継
続
し
て
い
く
こ
と
を
提
案
し
た

い
。

　

小
さ
い
と
き
か
ら
鉄
道
に
慣
れ
親
し

ん
で
き
た
の
で
、
地
域
に
活
か
せ
る
手

段
と
し
て
、
吾
妻
線
の
活
用
を
提
案
す

る
。

　

町
内
４
つ
の
駅
を
基
本
に
沿
線
の
雑

草
を
除
去
し
花
や
木
を
植
え
る
こ
と

で
岩
櫃
山
や
吾
妻
渓
谷
な
ど
観
光
資

源
を
よ
り
活
か
せ
る
と
思
う
。
ま
た
、

そ
の
取
り
組
み
を
町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
と
し
て
呼
び
か
け
る
こ
と
や
、

Y
ou
T
u
b
e

で
の
配
信
・V

T
u
b
er

と

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
が
で
き
れ

ば
と
考
え
た
。

　
　
第
４
回
Ｊ
Ｈ
Ｓ
議
会

　
　
第
４
回
Ｊ
Ｈ
Ｓ
議
会

　
　
第
４
回
Ｊ
Ｈ
Ｓ
議
会

   　
中
学
生
議
会
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触
れ
あ
い
学
ぶ

自
然

未
来
を
描
く

イ
ラ
ス
ト

電
気
が
つ
く
る

未
来
の
地
球

音
楽
と
創
る

未
来

こ
れ
か
ら
を

つ
く
る
水
族
館

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
な

町
づ
く
り
の
実
現

　

東
吾
妻
町
に
あ
る
豊
か
な
自
然
が
好

き
で
、
そ
の
自
然
を
つ
か
っ
て
町
に
活

か
せ
る
こ
と
を
考
え
た
。

　

そ
こ
で
、
観
光
コ
ー
ス
を
つ
く
り
、

た
だ
見
て
回
る
だ
け
で
な
く
そ
の
地
域

の
歴
史
な
ど
も
知
っ
て
も
ら
え
れ
ば
い

い
と
思
う
。

　

そ
の
た
め
に
地
域
の
方
々
を
ガ
イ
ド

さ
ん
と
し
て
協
力
し
て
も
ら
い
、
東
吾

妻
町
を
見
る
だ
け
で
は
な
く
、「
聞
い

て
」、
実
際
に
体
験
し
て
「
触
れ
て
」

も
ら
え
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
と
提

案
す
る
。

　

好
き
な
イ
ラ
ス
ト
を
町
に
活
か
す
こ

と
を
考
え
た
。

　

そ
の
た
め
に
、
町
の
観
光
案
内
の
ポ

ス
タ
ー
・
看
板
・
地
図
な
ど
の
制
作
に
、

地
域
の
人
の
意
見
を
取
り
入
れ
た
ら
ど

う
か
。
意
見
を
取
り
入
れ
る
話
し
合
い

が
持
て
れ
ば
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ア
が

生
ま
れ
た
り
、
参
加
し
た
地
域
の
人
々

の
仲
も
深
ま
っ
た
り
す
る
。
ま
た
自
分

の
も
の
を
含
め
イ
ラ
ス
ト
な
ど
の
作
品

を
い
つ
も
展
示
で
き
る
カ
フ
ェ
の
よ
う

な
施
設
を
つ
く
る
こ
と
で
多
く
の
人
が

集
ま
る
機
会
を
つ
り
た
い
。

　

自
分
自
身
が
電
気
に
興
味
が
あ
り
、

そ
の
こ
と
を
町
に
活
か
す
と
考
え
た
時

に
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
が
良
い
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。

　

今
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
な
ど
の
影
響

で
電
気
料
金
が
値
上
が
り
し
て
い
る
。

ま
た
世
界
中
でS

D
G
s
の
必
要
性
が

言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
太
陽
光

発
電
や
、
か
ら
っ
風
を
利
用
し
た
風
力

発
電
な
ど
へ
の
新
た
な
挑
戦
を
し
て
も

い
い
と
思
う
。

（
欠
席
の
た
め
文
書
で
の
提
言
で
し
た
）

　

小
さ
い
頃
か
ら
将
来
は
水
族
館
で
働

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
こ
で
故
郷

に
活
か
せ
る
案
と
し
て
、
心
を
癒
や
せ

る
施
設
や
場
所
と
し
て
水
族
館
の
建
設

を
考
え
た
。
た
だ
し
、
大
規
模
な
施
設

に
は
多
く
の
費
用
が
か
か
る
の
で
、
ま

ず
こ
の
町
に
生
き
る
魚
を
中
心
に
、
役

場
や
公
民
館
に
水
槽
の
展
示
を
す
る
こ

と
を
考
え
た
。
工
夫
し
た
展
示
に
し
た

り
解
説
を
書
い
た
説
明
を
お
い
た
り
し

て
、
生
き
物
の
す
ご
さ
や
素
晴
ら
し
さ

を
伝
え
た
い
。

　

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
音
楽
が
好
き
な
の

で
、
音
楽
を
も
と
に
ふ
る
さ
と
に
活
か

す
こ
と
を
考
え
た
。

　

ご
当
地
ソ
ン
グ
を
作
っ
た
り
、
５
地

区
で
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
や
出
し
物
で

楽
し
み
競
い
合
う
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し

た
り
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
ラ
イ
ブ
ハ

ウ
ス
を
つ
く
り
、
定
期
的
そ
し
て
継
続

し
て
ラ
イ
ブ
や
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、
若

い
世
代
の
人
た
ち
に
も
町
へ
の
関
心
を

も
っ
て
も
ら
う
。
そ
う
し
て
音
楽
を
通

し
て
地
域
全
体
、
お
年
寄
り
や
若
い
世

代
と
の
交
流
を
深
め
た
い
。

　

将
来
医
師
に
な
り
た
い
と
い
う
希
望

が
あ
る
自
分
は
、「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
な

町
づ
く
り
」
の
実
現
を
提
案
し
た
い
。

　

ま
ず
、
リ
ハ
ビ
リ
施
設
・
障
害
者
施

設
・
老
人
ホ
ー
ム
・
子
ど
も
園
な
ど
に

研
究
施
設
を
併
設
し
た
病
院
を
設
立
し

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
な
エ
リ
ア
を
つ
く
る
。

そ
こ
か
ら
新
し
い
仕
事
が
生
ま
れ
、
東

吾
妻
町
だ
け
で
な
く
吾
妻
全
体
の
経
済

発
展
や
人
口
減
少
を
止
め
る
こ
と
に
つ

な
が
る
と
考
え
た
。

　
　

議
員
か
ら
一
言

　
中
学
生
が
、
東
吾
妻
町
の

自
然
や
歴
史
や
文
化
を
的
確

に
捉
え
、
大
切
に
残
そ
う
と

し
て
い
る
こ
と
に
感
銘
を
受

け
た
。
ま
た
、
遠
い
国
の
戦

争
を
、
近
所
の
忠
霊
塔
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
問
題
と
結
び
つ
け
、

我
が
町
の
こ
と
と
し
て
捉
え

て
い
る
の
に
感
心
し
た
。
今

回
の
提
言
を
議
員
一
人
ひ
と

り
が
胸
に
刻
み
、
町
づ
く
り

に
活
か
し
て
い
き
た
い
。



物
価
高
騰
を
受
け
水
道

料
金
改
定
再
度
見
送
り 

　

今
委
員
会
で
は
、
令
和
4

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、

町
政
全
般
に
つ
い
て
調
査
を

実
施
し
ま
し 

た
。

　

委
員
か
ら
は
植
栗
の
バ
ス

タ
東
吾
妻
構
想
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て
、
ま
た
燃
料
高
騰

対
策
や
除
雪
対
策
等
に
つ
い

て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。 

さ

ら
に
上
信
道
開
通
後
の
高
速

バ
ス
町
内
停
留
所
の
存
続
に

つ
い
て
の
意
見
な
ど
も
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

町
か
ら
は
バ
ス
タ
構
想
に

つ
い
て
庁
内
に
も
検
討
委
員

会
を
立
ち
上
げ
て
い
る
こ
と

や
除
雪
ル
ー
ト
の
説
明
・
方

法
な
ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、 

令
和
5
年
度
よ
り

実
施
予
定
で
あ
り
ま
し
た

10
％
程
度
の
上
下
水
道
料
金

値
上
げ
に
つ
い
て
は 

見
送

る
こ
と
の
説
明
も
受
け
ま
し

た
。

ゴ
ミ
処
理
施
設
視
察

　

11
月
14
日
に
吾
妻
環
境
施

設
組
合
設
立
に
よ
る
環
境
衛

生
行
政
の
新
し
い
在
り
方
を

研
究
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、ご
み
処
理
施
設「
ク
リ
ー

ン
ヒ
ル
こ
も
ろ
」
を
視
察
研

修
し
ま
し
た
。

　

特
徴
と
し
て
は
、
生
ご
み

と
樹
木
枝
は
焼
却
せ
ず
コ
ン

ポ
ス
ト
化
し
て
環
境
循
環
さ

せ
て
市
民
が
利
用
し
て
い
る

こ
と
で
す
。
ま
た
、
市
民
に

よ
る
ゴ
ミ
減
量
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
制
度
を
設
け
、
環
境
学

習
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
、

特
に
素
晴
ら
し
い
と
感
じ
ま

し
た
。

小
中
学
生
の
声
を
町
政
に 

　

11 

月 

30 

日 

に 

、 

東 

小 

学 

校 

５ 

年 

生 

ク 

ラ 

ス 

の 

コ 

ン 

ピ 

ュ 

ー 

タ 

ー 

ソ 

フ

ト
を
活
用
し
て
の
「
総
合
的

学
習
の
時
間
」に
つ
い
て
、視

察
を
し
ま
し
た
。
郷
土
の
環

境
と
文
化
・
産
業
の
現
状
を

と
ら
え
、
未
来
に
向
け
た
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
は
、

町
を
愛
す
る
心
が
伝
わ
っ
て

き
ま
し
た
。

　

会
期
中
の
委
員
会
で
は
、

中
学
生
議
会
の
提
言
に
つ
い

て
、
本
委
員
会
所
掌
分
野
に

お
け
る
実
現
性
が
話
し
合
わ

れ
ま
し
た
。

一
、音
楽
に
親
し
む
た
め
、町

有
施
設
の
ホ
ー
ル
に
フ
リ
ー

演
奏
で
き
る
ピ
ア
ノ
を
置
く
。

一
、
漫
画
を
楽
し
め
る
フ

リ
ー
ス
ペ
ー
ス
を
作
る
。

一
、
命
の
大
切
さ
や
環
境
に

興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、

庁
舎
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
に
小

さ
な
水
族
館
を
作
る
。

　

な
ど
、
中
学
生
の
発
想
を

大
切
に
す
べ
き
と
の
意
見
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
。

各委員会からの活動報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　各委員会からの活動報告
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総
務
建
設
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

昨年度購入の除雪ドーザー

クリーンヒルこもろを視察

東小学校の公開授業を視察



各委員会からの活動報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　各委員会からの活動報告

２１ 東吾妻町議会だより　令和５年２月１日　６８号

　

定
例
会
中
の
委
員
会
で
は
、

第
２
次
総
合
計
画
後
期
基
本

計
画
が
創
生
会
議
で
承
認
さ

れ
、
12
月
中
に
町
長
に
答
申

さ
れ
る
こ
と
や
住
民
参
加
に

よ
る
行
政
評
価
が
ま
と
ま
り

次
第
町
HP
で
公
開
さ
れ
る
こ

と
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
速
バ
ス
等
交
通
結
節
点

整
備
に
つ
い
て
は
、
基
本
構

想
を
外
部
民
間
会
社
に
委
託

し
、
計
画
を
進
め
た
い
と
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
有
地
４
箇
所
に

つ
い
て
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調

査
を
行
い
、
現
在
、
複
数
の

事
業
者
と
対
話
中
と
の
報
告

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
榛
名
湖
畔

研
修
セ
ン
タ
ー
を
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
・
レ
ジ
デ
ン
ス
と
し
て

活
用
す
る
提
案
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

11
月
24
日
、
群
馬
県
市
町

村
会
館
に
て
議
会
広
報
研
修

会
が
開
催
さ
れ
、
委
員
４
名
、

議
会
事
務
局
職
員
１
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

全
国
町
村
議
会
広
報
コ
ン

ク
ー
ル
審
査
員
を
務
め
る
芳

野
政
明
氏
が
登
壇
さ
れ
「
編

集
方
針
を
決
め
、
編
集
委
員

で
共
有
す
る
こ
と
・
議
会
の

広
報
広
聴
に
お
い
て
民
意
を

反
映
す
る
「
広
聴
と
対
話
」

を
大
切
に
す
る
こ
と
・
企
画

も
の
、
シ
リ
ー
ズ
も
の
、
特

集
記
事
な
ど
工
夫
を
凝
ら
す

こ
と
・
時
代
に
即
し
た
文
章

や
レ
イ
ア
ウ
ト
を
活
用
す
る

こ
と
」
な
ど
、
大
変
参
考
に

な
る
講
義
を
受
講
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
見
や
す
い
誌
面
づ
く

り
を
心
掛
け
て
ま
い
り
ま
す
。 　

9
月
12
日
、
議
員
定
数
と

議
員
報
酬
に
つ
い
て
議
長
よ

り
諮
問
を
受
け
て
検
討
に
入

り
、
10
月
4
日
の
委
員
会
で

は
資
料
を
示
し
て
説
明
し
、

議
論
し
ま
し
た
。
ま
た
、
19

日
議
員
懇
談
会
に
て
委
員
以

外
の
議
員
の
意
見
を
聞
き
ま

し
た
。
11
月
21
日
現
行
通
り

14
人
と
す
る
意
見
と
12
人
に

す
る
意
見
に
分
か
れ
ま
し
た
。

採
決
の
結
果
賛
成
多
数
で
12

人
と
し
、
報
酬
の
見
直
し
は
、

12
人
定
数
に
す
る
こ
と
を
前

提
に
町
村
合
併
し
た
平
成
18

年
に
減
額
し
た
も
の
を
合
併

時
に
戻
す
議
案
を
提
出
す
る

こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

11
月
28
日
定
例
会
前
の
議

会
運
営
委
員
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

定
例
会
中
の
委
員
会
で
、

上
信
自
動
車
道
建
設
事
務
所

丸
山
所
長
他
３
名
の
同
行
を

い
た
だ
き
、
箱
島
IC
よ
り
松

谷
東
交
差
点
ま
で
の
現
場
視

察
を
実
施
し
ま
し
た
。
泉
沢

橋
で
は
大
き
な
橋
脚
工
事
が

進
み
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
工
事
が
進
ん
で
い
る
こ
と

を
確
認
で
き
ま
し
た
。
特
に

厚
田
IC
か
ら
松
谷
ま
で
の
吾

妻
西
バ
イ
パ
ス
で
は
、
道
路

舗
装
も
仕
上
が
っ
て
い
る
部

分
も
あ
り
上
信
道
を
実
感
で

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
の
関
連
事
業
に

つ
い
て
、
総
務
、
企
画
、
建

設
、
上
下
水
道
、
社
会
教
育

の
各
課
長
の
説
明
を
受
け
、

議
員
全
員
で
情
報
を
共
有
し

ま
し
た
。
令
和
９
年
開
通
に

向
け
て
大
い
に
期
待
で
き
る

一
日
で
し
た
。

議
会
運
営
委
員
会

　

行
財
政
改
革

　
　
　

特
別
委
員
会

上
信
自
動
車
道
建
設

対
策
調
査
特
別
委
員
会

議
会
広
報
特
別
委
員
会

熱心に講義を聴く広報委員

厚
田
IC
か
ら
見
上
げ
る
岩
櫃
山
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皆
さ
ん
と
共
に
コ
ロ
ナ
終
息

を
期
待
し
た
こ
の
１
年
で
し
た

︙
︙
？

　

こ
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
編
集

も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し

た
。皆
さ
ん
に
わ
か
り
や
す
く
、

誰
が
読
ん
で
も
理
解
し
て
い
た

だ
け
る
紙
面
づ
く
り
に
努
め
て

き
た
つ
も
り
で
す
が
、
文
字
で

伝
え
る
難
し
さ
を
痛
感
し
ま
し

た
。
発
行
も
今
号
で
68
号
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
町
民
の
皆
さ
ん

に
わ
か
り
や
す
く
読
み
や
す
さ

を
基
本
に
発
行
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見
を

期
待
し
て
い
ま
す
︙
︙
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。　
　
　
　
（
樹
下　

啓
示
）

　
　
　
　

  　

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　

委  

員  

長　

樹
下　

啓
示

　
　

副
委
員
長　

井
上
日
出
来

　
　

委　
　

員　

渡　
　

一
美

　
　

委　
　

員　

高
橋　
　

弘

　
　

委　
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茂
木　

健
司
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青
柳
は
る
み

■ まちの声

編
　
集
　
後
　
記

　私は実家で営んでいる寿司屋の 3 代目として
働いています。旬の海鮮の他に「ギンヒカリ押
し寿司」や「デビルズタンバーガー」などの地
元食材を使用した寿司を提供しています。
　あるネット記事で「なぜ若者が故郷を捨てる
のか」というのを目にしました。原因は３つ。
１．地域の良さを理解する機会がない。２．地
域の人とつながる機会がない。３．未来を作る
方法を学んだことがない。
　私は親の仕事柄、地域の人と関わりを持つこ
とが多く、親戚の子どもの様に可愛がっていた
だきました。子どもの時の記憶として１番色濃
く残っているのは原町祇園祭です。毎年７月
の第４土曜日に開催され地域の子ども達が山
車に乗りお囃子を演奏しながら町内を巡回す
る歴史ある祭りです。山車から見る街の光景は
別世界で子どもながらに感動した記憶があり
ます。そして祭りを盛り上げる大人達を見なが
ら、いつか自分もあの輪の中に入り一緒に盛り
上げていくのだろうと思いました。私が故郷東
吾妻町に帰って来たのは子どもの頃の思い出
が大きな要因になっています。

　新型コロナウイルスの影響により町内で行
なっていたイベントが開催できない状況で、子
どもは思い出を残せず成長していきます。どん
な状況でも、どの様な形でも子ども達に思い出
として残せる様な場を創る方法を私達大人が
一丸となって考えなければいけません。大人の
都合で子ども達が輝く場を奪ってはいけませ
ん。子ども達が大人になって故郷を出て、自分
達のスキルを活かした仕事を故郷で始めたい
と帰って来る。理想論ですが実現できない未来
ではないと思います。
　出身地ってだけでなく子どもの頃からたく
さんの思い出が残る町。そんな素敵な場所を本
当の故郷と呼ぶのではないでしょうか。
　私の故郷は東吾妻町です。そして子ども達に
東吾妻町という故郷を創ってあげられるのは
私達の頑張り次第です。

　「故郷を創る」

　天沼　諒真さん   （29歳 /原町在住）
お
店
の
前
で
娘
さ
ん
と

あまぬま　　りょうま

議会を傍聴してみませんか！
　議会の会議は、特別な場合を除き公開されてい
ます。傍聴希望の方は、役場３階の議会事務局ま
でお越しください。
　　　コロナ対策のため、マスクの着用をお願いします。

　次回の定例会は３月 6 日開会予定

日 月 火 水 木 金 土

6 7 8 9 10 11

本会議 本会議 常委 常委 特委

12 13 14 15 16 17 18

全協 全協 休会 本会議 本会議

19 20 21 22 23 24 25

※予定ですので、詳しくはお問い合わせください。
常委：常任委員会、特委：特別委員会、全協：議員
全員協議会

　　　３月定例会予定表　　　


